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平成26年６月20日（金曜日）

午前10時０分開会

会議に付した案件

○概要説明

教育委員会、公益財団法人宮崎県体育協会

１．本県の競技スポーツ強化の取組状況等に

ついて

２．宮崎県体育協会における人材育成の取組

について

○協議事項

１．県内調査について

２．次回委員会について

３．その他

出席委員（17人）

委 員 長 山 下 博 三

副 委 員 長 有 岡 浩 一

委 員 中 村 幸 一

委 員 星 原 透

委 員 蓬 原 正 三

委 員 十 屋 幸 平

委 員 横 田 照 夫

委 員 松 村 悟 郎

委 員 内 村 仁 子

委 員 後 藤 哲 朗

委 員 右 松 隆 央

委 員 清 山 知 憲

委 員 太 田 清 海

委 員 渡 辺 創

委 員 河 野 哲 也

委 員 図 師 博 規

委 員 徳 重 忠 夫

欠 席 委 員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 飛 田 洋

教 育 次 長
原 田 幸 二

（ 総 括 ）

教 育 次 長
谷 口 英 彦

（教育政策担当）

教 育 次 長
今 村 卓 也

（教育振興担当）

総 務 課 長 大 西 祐 二

スポーツ振興課長 日 髙 和 典

公益財団法人宮崎県体育協会

専 務 理 事 川 﨑 重 雄

事 務 局 長 森 隆 茂

事務局職員出席者

政策調査課主任技師 山 口 大 吾

政策調査課主幹 松 浦 好 子

○山下委員長 おはようございます。それでは、

ただいまからスポーツ振興対策特別委員会を開

会いたします。

まず、本日の委員会の日程についてでありま

すが、お手元に配付の日程（案）をごらんくだ

さい。

本日は、教育委員会と公益財団法人宮崎県体

育協会に御出席いただき、当委員会の調査項目

であります「人財育成」について、本県の競技

スポーツ強化の取組状況等の説明を受けたいと

考えております。

次に、４の協議事項についてでありますが、

今後予定しております県内調査などについて、

御協議いただきたいと思います。
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以上のとおり決定することに御異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、そのように決定をい

たします。

それでは、執行部入室のため暫時休憩をいた

します。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

○山下委員長 委員会を再開いたします。

本日は、教育委員会と公益財団法人宮崎県体

育協会においでいただきました。

では、早速ですが、概要説明をよろしくお願

いいたします。

○飛田教育長 おはようございます。教育委員

会でございます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

今、委員長からもお話がございましたとおり、

本日は、宮崎県体育協会も教育委員会と一緒に

出席をさせていただいてるところであります。

どうぞよろしくお願いいたします。

それでは、本日報告させていただきます項目

について、説明をさせていただきます。

お手元にお配りしております「スポーツ振興

対策特別委員会資料」の表紙にございます目次

をごらんください。

まず、スポーツ振興課から１番の本県の競技

スポーツ強化の取組状況等について説明させて

いただきます。

続きまして、２番ですが、宮崎県体育協会か

ら、宮崎県体育協会における人材育成の取組に

ついて御説明をさせていただきますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

私のほうからは以上でございます。

○日髙スポーツ振興課長 資料の１ページをご

らんください。

まず、１、推進体制についてであります。

感動と夢を生み出す競技スポーツの推進は、

国際大会や全国大会で活躍し、県民に感動と夢

を与えるアスリートの育成を目指し、競技力の

向上と安定を図るために、県教育委員会（スポ

ーツ振興課）と宮崎県体育協会が連携しながら、

①選手の育成強化、②指導者の養成・確保、③

競技における支援体制の充実に取り組んでおり

ます。

県教育委員会では、学校体育、健康教育、競

技スポーツ、生涯スポーツのスポーツ振興全般

にわたり施策の企画立案を行っております。そ

の中でも競技スポーツの分野では、主に、小学

校、中学校、高等学校を対象にその施策の実施

に取り組んでおります。

また、県体育協会事務局を円滑に運営してい

くため、職員の派遣や財政的な手当など必要な

人的・財政的支援を行っております。

県体育協会では、主に、スポーツ振興課が企

画立案した本県スポーツ振興に係る各種事業を

競技団体と連携して取り組んでおります。

なお、スポーツ少年団の普及・育成及び活動

の活性化や大学・社会人の有望選手確保や育成

なども県体育協会が中心となって行っておりま

す。

それでは、スポーツ振興課の取り組みについ

て具体的に説明いたします。

２、選手の育成強化についてであります。

（１）少年競技力向上対策総合推進事業とい

たしまして、競技力推進校の指定や中・高校生

による合同練習の実施、地域スポーツ活動を展

開する市町村や団体等への支援、未普及競技を

中心とするスポーツに触れる機会の提供などを
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行うことにより、少年競技力のレベルアップを

図り、本県の総合的な競技力向上を目指して各

事業を行っております。

地域シンボルスポーツ育成事業では、小学生、

中学生、高校生を対象に、総合型地域スポーツ

クラブ、企業、市郡体育協会、学校体育団体が

本県競技力向上の基盤整備を図るために、スポ

ーツ教室や合同練習を開催し、地域に根差した

スポーツ活動を推進しております。

ジュニアアスリート発掘支援事業では、中学

生を対象とした競技力向上を目指して、一定の

実績のある運動部を持つ中学校を競技力向上推

進校に指定し、その運動部の活動を支援してお

ります。

さらに、当該校はもとより、周辺学校や地域

にスポーツ活動を通じた活性化という波及効果

をもたらすことを期待するもので、平成14年度

から始まった制度であります。

高校生アスリート育成事業では、高校生を対

象とした競技力向上を目指して、１、推進校支

援といたしまして、運動部活動に一定の実績が

ある高等学校を指定し、必要な支援を行うこと

により、当該学校を核として部活動の一層の活

性化を図り、本県における高等学校のスポーツ

水準の安定的な維持及び国民体育大会における

競技力の向上に資するために、平成９年度から

始まった制度であります。

２、ライバル校支援といたしまして、推進校

指定部以外で、その年度において競技力が全国

・九州レベルにある団体・個人を県高等学校体

育連盟が指定し、強化活動の支援を行っており

ます。

トップアスリート育成事業では、中学生、高

校生を対象に、各競技の優秀な選手を学年ごと

に選出し、中・高合同の合宿・練習や研修会等

を実施することにより、トップレベルの選手を

継続的に育成することを目的としております。

また、選手だけではなく、県内外から招聘し

た優秀な指導者の指導法を学ぶことにより、指

導者の育成を図る貴重な機会ともなっておりま

す。

続きまして、２ページをお開きください。

地域シンボルスポーツ育成事業の平成26年度

事業実施団体一覧になっております。今年度、

みやざき中央スポーツクラブのボウリング競技

を初め、合計で18団体37競技が実施しておりま

す。

続きまして、３ページをごらんください。

ジュニアアスリート発掘支援事業の競技力向

上推進校については、今年度前期は、昨年度の

県中学校秋季大会で優勝した宮崎市立宮崎東中

学校男子バスケットボールを初め、26校20競技37

部が指定されております。

続きまして、４ページをお開きください。

高校生アスリート育成事業の競技力強化推進

校については、今年度は、宮崎大宮高等学校男

子カヌー部を初め、22校21競技44部が指定され

ております。

続きまして、５ページをごらんください。

トップアスリート育成事業の平成25年度合同

練習等は、陸上競技を初め、33競技で実施され

ております。

続きまして、６ページをお開きください。

（２）夢・実現 甲子園優勝プロジェクト事

業は、甲子園優勝を目指し、選手の育成・強化

や指導者育成等の体制を強化するために、１、

県中学生選抜チーム支援事業といたしまして、

硬式野球へのスムーズな移行と中学生の意識の

高揚を図る目的で、中学生選抜チームの合宿・

練習会を開催しております。
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２、強化推進校支援事業といたしまして、九

州地区高等学校秋季野球大会県予選のベスト４

の４校を強化推進校に指定し、遠征合宿の支援

を行っております。

３、全国強豪校挑戦試合の実施といたしまし

て、全国の強豪校を招待し強化試合を行ってお

ります。

次に、３の指導者養成・確保といたしまして、

（１）指導者養成総合事業では、指導者として

の資質を高め、本県競技力向上を図るために、

ア、指導者県外派遣事業といたしまして、若手

・中堅の指導者を本人が希望する競技団体主催

の講習会や企業・大学、全国強豪校等のトップ

レベルのチームに派遣して指導力の向上を図っ

ております。

平成25年度の実績といたしまして、若手指導

者12名、中堅指導者１名を県外に派遣しており

ます。これまでの主な派遣先は、日本体育協会

公認コーチ講習会、サンフレッチェ広島、筑波

大学、能代工業高等学校等になっております。

イ、スポーツ指導者グローアップ事業といた

しましては、県内外のすぐれた指導者を招聘し

て、指導技術等に関する研修会を開催すること

により、本県スポーツ指導者の資質の向上と競

技力の向上に努めております。

平成25年度は、「個性を磨き大きく伸ばすコー

チング」というテーマで、福岡大学スポーツ科

学部教授、乾眞寛氏から講演をいただいており

ます。

続きまして、７ページをお開きください。

ウ、スポーツ指導者ステップアップ講習会と

いたしまして、本県スポーツ指導者等に対し、

全国的水準ですぐれた実績を有する指導者等か

ら指導を受ける機会を提供しております。

平成25年度は、「スポーツ選手のためのインナ

ー・マッスルからの動きづくり」というテーマ

で、有限会社ファーストステップ、森川靖氏か

ら実技指導をしていただいております。

（２）県高等学校競技力強化推進校顧問研修

会としまして、強化推進校に指定している学校

の顧問に、部活動の運営や指導方法等について

研修・協議を行い、今後の本県少年競技力向上

の方策、選手強化についての考え方や具体的な

指導のあり方等について研修を行っております。

平成25年度は、「「みる」をみる すべて物事

は「みる」ことから始まる」というテーマで、

独立行政法人日本スポーツ振興センター、勝田

隆氏、また、「チームのモチベーションを高める

プラス思考」というテーマで有限会社サンリ、

臼井博文氏の２名を招聘し、講義を通して指導

者の研修を行っております。

（３）教員採用特別選考制度といたしまして、

競技スポーツの振興及び競技力の向上を図るた

めに、専門的な知識や技能等を備えた人材の確

保を推進しております。

また、採用に当たっては、現状の指導者数や

年齢層、今後の育成が必要な競技など、競技全

体の状況や必要性などを踏まえた人材確保を計

画的に推進しております。

教育委員会からの説明は以上でございます。

○川﨑専務理事 公益財団法人宮崎県体育協会

でございます。

本会は、県民スポーツの振興を図るため、関

係機関・団体と連携し、スポーツの振興を図り、

県民の体力向上と本県の発展に寄与することを

目的としております。特に、今まで県議会議員

の皆様には、格別の御理解と御協力をいただい

ておりますことに心より感謝申し上げます。

それでは、県体育協会の取り組みにつきまし

て御説明申し上げます。
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まず、１、本会の機構図でございます。資料

８ページをごらんください。

本会では、理事会、評議員会及び委員会等で

の審議を踏まえまして、一番下にございます事

務局体制で業務を推進しております。加盟団体

は、記載のような競技団体、市郡体育協会、学

校体育団体、合わせて69の団体でございます。

次に、９ページをお願いいたします。

２、主な取組の（１）選手の育成強化につい

てですが、ア、選手強化対策事業としまして、

国民体育大会での成績向上を目標に、本県の競

技力向上を図るため、安定的に競技得点を獲得

できる競技を指定し、選手強化のための県外遠

征や強化合宿等を推進しております。

９ページ、枠の中をごらんください。特技競

技強化対策では、安定して競技得点を獲得でき

るウエイトリフティングほか２競技を指定して

優先的に強化しております。

最重点競技強化対策では、上位入賞が期待で

きる柔道成年男子ほか２競技２種別を指定し強

化しております。

そのほか、指定ランクごとに重点競技強化対

策、発展競技強化対策、育成競技強化対策を実

施しております。

個人強化指定対策では、日本を代表するすぐ

れた競技力を有している選手を指定して強化し

ており、９ページ下に記載しておりますが、今

年度は、陸上競技、清山選手ほか13名を指定し

ております。

次に、10ページをお願いいたします。

イ、ジュニア日本代表支援事業では、少年競

技力の向上を目指して、中央競技団体の強化指

定を受けて活動し、国民体育大会で活躍が期待

される中・高生等を支援しています。

平成25年度は、フェンシング競技において１

名を支援いたしました。

ウ、大学・社会人支援事業では、成年競技力

の向上を図るため、国民体育大会での活躍が期

待される大学・社会人の団体または個人を指定

し支援しております。

平成26年度は、９団体１個人を指定しており

ます。

エ、スポーツタレント発掘事業では、国民体

育大会競技種目で競技に触れる機会が少なく、

指導者や競技人口が少ない競技における選手の

確保、競技人口の拡大を図るため、小・中学生

に競技に触れる機会を提供しております。

平成26年度は、馬術、ウエイトリフティング、

カヌーの３競技を指定しております。

オ、ジュニアブリッジ養成事業では、スポー

ツを通した子供たちの健全育成と将来的に国民

体育大会における安定した競技得点獲得を目指

して、各競技ごとに小・中学生の一貫指導体制

を確立させ、九州や全国での舞台で活躍するジュ

ニアアスリートを年間を通して定期的、計画的

に合同練習、強化試合を実施しております。

平成26年度は、ソフトテニス、サッカー、ラ

グビーほか17競技を指定しております。

次に、（２）競技における支援体制の充実につ

いてでございます。

ア、スポーツメディカルサポート推進事業と

しまして、競技スポーツ選手のコンディション

を的確に管理し、持てる力を発揮させるために、

スポーツドクター、アスレティックトレーナ―

等の養成を図っています。また、アスレティッ

クトレーナー講習会等を行うことにより、専門

的見地からのサポートやアドバイスができる人

材の確保に努めております。

（ア）スポーツトレーナー養成事業では、こ

れは本県独自の事業であります宮崎県体育協会
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認定トレーナー養成講習会を開催し、スポーツ

トレーナーの養成・確保に努めております。

平成24年度は９名、平成25年度は10名を認定

しております。

（イ）スポーツドクター・アスレティックト

レーナー養成事業では、日本体育協会が開催す

る認定講習会への参加を支援し、専門的な知識

・技術を有する公認のスポーツドクターやアス

レティックトレーナーの養成を図っております。

（ウ）メディカルチェック事業では、国民体

育大会の選手に対しまして、運動能力や理学・

臨床検査及び栄養調査を行い、コンディション

の把握と管理やスポーツ障害の防止に努めてお

ります。

（エ）スポーツ相談事業では、国民体育大会

結団式等において、選手に対するスポーツドク

ターによる個別相談を実施しております。

11ページをごらんください。

次に、イ、宮崎チャレンジマッチ開催事業と

しまして、本県高校生等のさらなる競技力向上

を目指し、全国の舞台で常に力を発揮できるチ

ームの育成を図るため、県やメディアと連携し、

招待試合や交流イベントを実施しています。

これまでに４つの競技を実施してまいりまし

たが、平成22年度は、バスケットボールにおい

て、延岡学園高校が全国優勝、平成23年度は、

ハンドボール競技において、小林秀峰高校が全

国優勝するなど、この事業の成果が出ておりま

す。

今年度は、剣道、なぎなたの武道２競技を同

時に開催いたします。

次に、（３）スポーツ少年団事業の推進につい

てでございます。

団員の減少、指導者の資質向上や学校と他の

スポーツ団体との連携などの課題解決に組織全

体で取り組んでおります。スポーツ少年団活動

の活発化と団相互の交流や親睦を図るための宮

崎県中央大会を毎年７月に開催しています。

また、認定員養成講習会は、指導者の資質向

上のため毎年５月と１月の年２回実施しており

ます。

そのほか少年団の母体となります母集団の育

成研修会等も県内各地区からの要望により実施

しているところでございます。

（４）指導者の資質向上についてでございま

す。

ア、スポーツ指導者養成事業では、日本体育

協会公認のスポーツ指導者の活用、活躍が図ら

れますように資質向上に取り組んでいます。競

技団体から指導者養成の希望があった競技を対

象に、日本体育協会公認スポーツ指導員養成講

習会を開催するとともに、公認資格を持ったス

ポーツ指導者の技能研修会を開催し、正しい指

導のあり方や指導技術の研修を深めています。

イ、選手強化対策会議では、各競技団体の組

織の充実と計画的な競技力向上の目標達成のた

め、指導者の指導力向上、資質向上を目指して、

成年・少年各種別の監督を対象に年３回の選手

強化対策会議を行い、他競技の指導方法につい

ての情報交換やメンタルトレーニングをテーマ

にパネルディスカッションや講話を開催してお

ります。

最後に、（５）社会人選手、指導者の就職活動

等の支援についてでございます。

本県のスポーツ振興と競技力の向上を図るた

め、優秀な選手や指導者が県内に就職し活動で

きる環境づくりを推進しています。

これまでに宮崎銀行では、駅伝はもちろん、

ライフル射撃やカヌー競技の選手が就職し、宮

交シティを初めとした、いちごグループにもラ
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イフル射撃の選手が就職するなど県の代表選手

として活躍をしていただいております。

県体育協会からの説明は以上でございます。

○山下委員長 以上で、執行部の説明が終わり

ました。

御意見、質疑がございましたら、御発言をお

願いいたします。

○右松委員 ４ページですが、宮崎県の高等学

校の競技力強化推進校についてでありますけれ

ど、先ほど簡単な説明がございましたが、どう

いうふうに指定をされておられるのか。一定の

実績というものはありますけれど、そのあたり

をちょっと具体的に教えていただければと思い

ます。

○日髙スポーツ振興課長 一定の実績について

は、県の高校総体、あるいは、その競技におい

て最も重要視している大会がありますが、例え

ばサッカーの選手権大会、野球の甲子園といっ

た大会になりますが、そういった大会で３年連

続で優勝をするというのが、まず条件の一つと

してあります。

ただ、競技によって、ここで例を言っていい

ものか、少し難しいところなのですけれど、県

では、10年連続あるいは20年連続して優勝して

いる種目もあります、実際に、本県には。ただ、

この指定制度自体が、全国レベルの部活動ある

いは学校を育成することを目標にしております

ので、全国で戦える力、大体、全国の大会でベ

スト８レベルの力がなければ、県で３回連続、

４回連続優勝しても指定はしておりません。そ

ういった一つの条件があります。

そのほかに、学校にその部を学校の強化チー

ムとしてしっかりと支援する体制が整っている

のか、あるいは地域の方々からそういった働き

というか、取り組みが支援されているか、ある

いは指導者がその学校にいて、あるいは外部指

導者として、その学校にしっかりとした取り組

み状況があって、なおかつ、そういった全ての

条件が整っているところを、県教育委員会の中

に検討委員会というものがありますが、関係各

課の課長や、あるいは文化文教・国際課の課長

がその委員に入っておりますが、そういった方

々で毎年７月に検討して、そこで認められた場

合に、その次の年から推進校として指定するよ

うにしています。

公、私立関係なく、それは指定しております。

そういった状況です。

○右松委員 指定期間、そして延長も含めて、

仮に３年連続優勝ということでありますが、年

によってそこに満たないときもあると思うんで

すよね。そういった指定期間と延長について教

えてください。

○日髙スポーツ振興課長 基本的には、一度推

進校に指定した場合には、やっぱり我々として

は、国体にある40競技、できれば、全て推進校

に１種目１校は入ってほしいという思いがあり

ます。そういった関係で、次の年に優勝して推

進校に入ったとして、３年間は基本的にはしっ

かり県の教育委員会で支援をして、あるいは県

体育協会あるいは高体連、中体連等と一緒になっ

てしっかりとサポートをして、ずっと推進校で

いていただくようなそういった取り組みをして

おります。次の年に、例えばベスト４、８にも

入らなかった状況があっても、３年間は原則、

続けて支援をしていくという形をとっておりま

す。

○右松委員 他県の例ですけれど、強化推進校

というものがあって、それをさらにレベルアッ

プをさせたような特別強化指定校というような

ものを設置している県があるのですが、そういっ
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た段階的な選定方法をとっておられるのか教え

てください。

○日髙スポーツ振興課長 本県の場合は、今の

ところ、そういった特別な推進校、あるいは推

進校に今後なるだろうというところに対して、

特別なそういった指定はしておりませんが、た

だ、高体連のほうで、先ほど説明しましたよう

に、次期推進校になるようなチームについては、

毎年そういった支援をしてはおります。ライバ

ル校支援制度という事業として、県の高体連で

やっていただいております。

○右松委員 わかりました。

最後にしますけれど、１ページの一貫指導体

制の基礎づくりについてちょっと伺いたいので

すが、やはり少子化でございますから、タレン

トといいますか、幼少のときからそういう秀で

た人たちをいかに育てていくかというのは非常

に重要なのかなと思っています。県外に流出し

ないような形で育てていく必要があると思って

いますけれども、そのジュニアアスリートの発

掘支援事業について、小学生からタレントを発

掘していくという、そこからスタートして中学

校で中学の強化選手としてさらに充実をさせて

いって、そして、高等学校の先ほどの強化推進

校と結びつけていくような、そういう一貫的な

取り組みがどのようになっているのかを教えて

ください。

○日髙スポーツ振興課長 ここに地域シンボル

スポーツ育成事業というものが一番上にありま

すが、そこで各地域あるいは競技団体、総合型

地域スポーツクラブ、そういったところにお願

いをして、小学生を対象にいろいろな、年間１

競技で10回から多いところは20回ぐらいでしょ

うかね、そういった強化練習会を行っていただ

いております。そういった子供たちが中学校の

強化推進校とか、あるいは高校の推進校に行っ

て、そういった小・中・校あるいは大学生、一

般までの一貫指導体制がうまく整っている競技

が少しずつではありますがふえてきております。

例えば、小林秀峰高校の新体操、ことしも全

国優勝しておりますが、あるいはハンドボール、

あるいは高千穂高校の剣道、そういった競技が

今、小中高一貫指導体制に取り組んで、かれこ

れ20年ぐらい、この事業を始めて10年、十四、

五年になりますので、少しずつ確立されつつあ

る状況ではあります。この事業もより一層充実

を図っていきながら、第二の小林秀峰の新体操

あるいはハンドボール、あるいは高千穂の剣道

に続くような競技が少しでもふえていくように、

しっかりと支援してまいりたいというふうに

思っております。

○右松委員 もう言うまでもありませんけれ

ど、2020年東京オリンピックも見据えた複数の

競技も含めて、ぜひ一貫体制をさらに進めてい

ただければというふうに思っています。

以上で終わります。

○山下委員長 ほか、ありませんか。

○太田委員 11ページの一番下のところに、社

会人選手の就職活動等の支援というものがあり

ますが、これはなかなか難しいかなと思ったこ

とが、体育協会の幹部の方が相手の会社の社長

さんなりにお会いして、お願いしますというふ

うなやり方をすることなのか。

例えば、高原町役場であれば、公の試験をど

うしても受けなければいけないものですから、

それをどうか頼みますということには簡単には

ならないことだと思いますので、そういった要

請の仕方はうまいぐあいにされると思いますが、

どのようなやり方をされるのでしょうか。

○川﨑専務理事 社会人選手指導者の就職活動
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の支援についてでございますが、まず、私たち

の手元にございますのは、各競技団体からこう

いった選手に宮崎での就職をお願いできないか

と、もしくは、本人からの希望でリストを上げ

ていただいております。人が人を会社に紹介す

るということで、なかなか難しいところもござ

います。今、委員がおっしゃいましたように、

個別に会社にお願いする部分と、資料にありま

す高原町役場のウエイトリフティングの選手の

採用につきましては、町のほうが一芸に秀でた、

またはスポーツ選手を採用するというような方

針がございまして、そこにうまくのりまして、

全国や大学で活躍した地元出身の選手をという

ことで、高原町が御理解をいただいて、職員に

採用していただいたところでございます。

また、西諸広域行政事務組合消防本部につき

ましては、そういった働きかけをしております

が、消防ですので公平性がございます。そういっ

た中で頑張って就職をしたという状況でござい

ます。

資料にありますいちごグループでございます

が、これは本社が東京にございまして、ここの

社長が、ウエイトリフティング部とライフル射

撃部２つの部活動を社のほうでつくりまして、

一人はウエイトリフティングの三宅選手、彼女

が東京のほうで活動しております。もう一人は、

ライフル射撃の中村選手という、以前、太陽銀

行にいた選手がいるのですが、彼との社長との

出会いの中で、宮崎で部をつくろうということ

で中村選手がいちごグループに入りまして、彼

が九州、全国の大会の中で若い選手に声をかけ

て、宮崎で一緒にやらないかということで一緒

になりまして、宮交シティの応援会社といいま

すか、そこの経営を任されているいちごグルー

プが宮崎にポイントを置きまして、今３名採用

していただいております。一人は、日本代表で

今度中国で開催されるワールドカップに出場し

ますし、３名とも全国トップレベルです。こう

いった形で人脈等を通じてやっておりますが、

なかなかぐっと進むのは難しいかと思いますが、

御旗が立つと、またそういったことも進むのか

なというふうに、また進みやすいのかなという

ふうに思っております。

また、御承知のとおり、宮崎銀行におきまし

ては、駅伝部をつくっていただきました。県内

の優良企業がこういった形で旗を振っていただ

きますと、県内に広がる一つの大きなインパク

トかなというふうに期待しているところでござ

います。

以上でございます。

○太田委員 わかりました。一芸に秀でるといっ

たあたりもうまくされているのだなと思いまし

た。これは、効果としてはかなり高いと思いま

す。県内に残ってもらうというか、定着しても

らうということは。

それから、７ページの一番下の教員採用特別

選考制度、これも一芸に秀でるというような感

じがするわけですが、26年度が剣道２名という

ことで今度採用されたわけですね。27年度、例

えば採用しようとする場合には、もう決まって

おるのか。それと、採用要綱の中に、今年度は

こういう競技について一芸に秀でた者を特別に

選考しますと公にちゃんと出すのか、そういっ

たところはどうなのですか。

○日髙スポーツ振興課長 特別選考試験の制度

ですが、本年度、来年度に採用される本年度の

試験を受ける種目は、ボート、ソフトボール、

ウエイトリフティングの３競技に決まっており

ます。これは募集要項に出しております。

○太田委員 わかりました。
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○渡辺委員 一点お伺いしたいのですが、先ほ

ど右松委員からもありました、４ページの高校

の競技力強化推進校は、先ほどの御説明だと、

平成９年からということでよろしかったですか。

○日髙スポーツ振興課長 平成９年度から行っ

ている事業であります。

○渡辺委員 先ほど、いろいろ基準のお話があ

りましたけれども、それはその当時から平成９

年から同じ基準で基本的な考え方で行っている

のでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 基本的な考え方は、

当初からほとんど変わっておりません。

○渡辺委員 例えば、小林高校のバスケットボ

ールの男子は、何年から指定されていますか。

わかりますか。

○日髙スポーツ振興課長 平成９年度から小林

高校のバスケットは指定されております。

○渡辺委員 何であえて伺ったかというと、僕、

このころに高校生だったのですが、小林高校の

男子のバスケットボールは、多分、当時、今御

説明があった基準は、女子は強かったですけれ

ど、男子は全く満たしてなかったと思うんです。

宮崎工業とか都城農業のほうが多分はるかに強

かった。要件を満たされたとしたら、そういう

意味で、例えば、先ほどいろいろな条件がある

と言われましたけれども、本当に条件面だけで

やってるのか、それとも、ある意味政策的な誘

導というのか、どこの方針なのかはわかりませ

んが、そういう要素も働く面というものはある

のかどうかということを教えていただきたくて、

今、そのような聞き方をしたのですが、そこは

いかがでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 今、委員が御指摘の

とおり、当初、最初の指定に当たっては、いろ

いろな政策的な意味合いがあって指定をした状

況が見られるようです。特に、小林高校には体

育コースができたということで、今後、男子、

女子の陸上も駅伝もバスケットも体育コースを

つくって、ここで育成しようという政策的な県

のほうの思惑というか、方針がありましたので、

そういった意味で、まだ推進校には値しないの

ですが、初回のこの推進校に入った運動部活動

については、そういった政策的な思いがかなり

入っていると考えております。

○渡辺委員 今は余りそういう政策的な方針は

ないと。言わんとすることは、強化も大事なこ

とだと思うのですが、それぞれいろいろな学校

で、強化指定校ではなくても一生懸命頑張って

結果を出してるところもいろいろあると思うの

です。そのときに、そういう生徒さんたちの頑

張りの評価の問題と、何か常に強化校、もちろ

ん実績も含めてでしょうから、理解するところ

もあるのですが、今はどちらかというと、実力

主義というか、実績が積み上がったところだけ

が評価されているというふうに考えてもいいの

でしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 今の現制度でいけば、

そういった形に整理させていただいております

が、この推進校制度については、いろいろな方

から、いろいろな方策がまだあるのではないか

ということもお伺いしておりますので、スポー

ツ振興課内でも、推進校制度の見直しも今後図っ

ていかなくてはいけないのではないかというこ

とも考えております。また、現有制度を維持し

ながら、新たに推進校を育成するという形での

何らかの方策等も、今後また考えていかなくて

はいけないのではないかということも十分また

検討していきたいというふうに思っております。

○右松委員 一点、関連で。実は、岩手県なの

ですが、この強化推進校が指定期間、原則とし
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て９年というふうに明確に定められてまして、

この９年間の間に高校総体で３回以上の団体優

勝をおさめた場合は、さらに３年間延長ができ

るというふうになってます。

指定期間において、特別強化指定校というの

が、もう一つ上にありまして、これは団体競技

種目や個人競技種目において、過去５年間の全

国高校総体または国体で、複数年度にわたり入

賞していることといった条件を満たせば、特別

強化指定校になるわけです。この特別強化指定

校は、原則として12年の期間であって、それで、

その間で全国高校総体や国体でベスト８以上の

成績を一定以上をおさめれば、その都度延長が

できるというような形になっているのです。で

すから、しっかりと強化をしていくには、やは

りきちっとした体制といいますか、これは要綱

が出てますけれども、こういう形をつくられた

ほうがいいのかなという個人的な思いはしてい

ます。

○山下委員長 答弁はいいですか。

○右松委員 もしあれば。

○日髙スポーツ振興課長 他県の状況等、また、

その後、岩手県がどういった競技結果を出して

いるのかも十分吟味して、もし、そのほうが本

県の競技力向上につながると我々が判断するよ

うな状況があれば、今後また推進校のあり方等

にも生かしていけたらいいかというふうに考え

ております。

○右松委員 わかりました。

○蓬原委員 ４ページになりますが、高校の強

化推進校なのですが、これをさっと見たときに、

例えば、バレーボールであれば都城商業と都城

工業、そして宮崎の日向学院と宮崎学園、ちょ

うど公立と私立みたいな感じで、うまく二極化

とは言わないけれども、ライバル校がある状況

があって、過去の事例を見ると、全国的に非常

にいい成績をそれぞれおさめているなと思いま

す。

バスケットボールについては小林高校、今話

が出ましたけれども、県西の小林高校バスケッ

トボール、これはもしかすると、ある指導者が

行かれたことによって強化された延岡学園高校

のバスケットボール、それぞれ過去には超トッ

プクラスのいい成績をおさめていて、大きくい

えば県南と県北といいぐあいの張り合い、トッ

プを争う状況ができている。このような状況で

いい結果が出ているのかなと思いますが。

例えば、ソフトボールについては、日向だけ

なのですよ。もともとこのソフトボールは、田

中病院であったり、旭化成があったり等々で、

日向地区のお家芸的なスポーツになっていると

いうふうに思うのですが、これがただ１カ所な

ので。

ただ、最近、この前も本会議で話が出ました

けれど、都城東高等学校、過去歴史的には非常

にソフトボールの強いところで、連続しては行

けませんけれど、あるときに、いいところに行っ

たりというようなことを繰り返しているのです

よ。

ですから、このバスケットボールあるいはバ

レーボールの例を見ると、二極化というか、２

つのライバル校のような感じで、地区ごとに競

い合いというか、そういう環境をつくると、ま

た別のいい結果が出るのではないかなと感じま

した。ただ、これには条件があるということで

すから、指定校を新たに加えるということはい

ろいろあるのかもしれませんが。

私学がここに８校ありますよね。全然ここに

名前の出てこない私学もあるわけですよね。だ

から、そういうところの何かてこ入れというか、
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その担当はこちらじゃなくて、文化文教・国際

課なのかもしれませんが、そういうところにも

目を置いて、今からでも指定なり、あるいは何

かをやっていただくみたいなことはないのかな

という素朴な質問ですが、ちょっと現状をお聞

かせください。

○日髙スポーツ振興課長 委員がおっしゃるよ

うに、推進校制度を始めたときには、ライバル

校をつくって２校で競わせることが全国トップ

レベルに行く、あるいは国体になった場合には、

そのライバル校同士で選抜をつくることで、ラ

イバル校同士はベスト８なのですが、選抜をつ

くることで全国優勝になるということもありま

したので、例えば、サッカーの鵬翔、日章、宮

崎工業というのが、３チーム集めるとかなり強

力なチームになります。そういったことがあっ

て、メジャー競技、バレーボールやバスケット

ボール、ソフトボールといった人数の多い競技、

そういった競技については、できるだけ複数校

が入ることが理想だというふうに思っておりま

す。

そういった関係で、私たちも私学の理事長、

校長のところを回って、ぜひ推進校になるよう

な競技を学校で育てていただきたいという働き

かけを過去ずっと今までしてきております。

そういった意味合いで、私学の場合は、職員

の異動が原則ございませんので、もしそこで推

進校に指定された場合は、その方が定年退職さ

れるまではずっと強化が図られます。そういっ

た意味合いでも、私学の競技力向上へ貢献して

いただくということは、本県にとって非常にあ

りがたいことですので、今後とも、今まで取り

組んでいるそういった働きかけを含めて、育成

については、しっかりとまた我々も取り組んで

まいりたいというふうに思っております。

○蓬原委員 確かに、公立と違う強化ができる

という、ある特定の指導者が長くいられる。過

去に、県立の学校で10年くらい長く頑張られた

監督さんがばっと異動した時期があって、これ

は賛否がいろいろありましたけれど、そういう

メリットもある。

私学の場合は、今少子化の中で、どうしても

生き残りをかけないといけないという厳しい現

実がありまして、そのためにもスポーツに力を

入れてその学校の存在感を示してＰＲしていこ

うという、そういう部分も学校の経営戦略の中

にあるようですから、そういう意味では、強化

をすることについてはやぶさかではないのだろ

うというふうに思いますので、よろしく頑張っ

ていただきたいし、我々もまた私学の理事長さ

んたちには働きかけをしていかないといけない

だろうと思っています。

それと、11ページ、民間に対しての支援です

が、これ４つ、民間、民間といいながら役場も

ありますけれども、歴史的にいえば、一番この

民間で宮崎県の代表は旭化成ですよね。それか

ら、先ほど言った田中病院でしたか、ソフトボ

ールがあるわけですが、こういった昔からのビッ

グビジネスの老舗のところとのおつき合いとい

うものはどうなのか。

○川﨑専務理事 旭化成につきましては、世界

的な企業ということで、旭化成の社是といいま

すか、考え方に地域貢献、社会貢献をすると。

その一つにスポーツの強化ということで柔道競

技、それから駅伝競技を中心に旭陽会という形

で支援いただいております。そのほかソフトボ

ール、それからソフトテニス等についても、こ

れは社の強化種目ということではありませんが、

社員のまた地域とのかかわりの中でのスポーツ

の強化ということで支援いただいております。
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ここには上げておりませんが、昨年度、旭化成

のほうに女子のソフトテニスの選手を県外から

とっていただきました。また、新たにそういっ

た強化、もともとソフトテニスもあったのです

が、新たな戦力を入れていただいてるというこ

とで、年に数回、柔道の激励、駅伝の合宿、そ

れから年度初め、国体後には、旭化成のほうに

出向きまして、総務部長、また支社長の御都合

があいてれば面会いただいて、お礼それから協

力の依頼、そういったことを進めているところ

でございます。

○蓬原委員 あと、警察です。武道、柔道、剣

道という種目が一番思い当たるのですが、この

前いただいた資料の中にも少年団の参加者がも

う見事に右下がりで、参加者が減ってきている

わけですけれど、その中でも特に減っている種

目が剣道なんです。剣道はなぜか物すごく減っ

ています。

三股町の中学校は大変剣道の強いところなの

ですけれど、それでも大変数が減って苦慮して

いるというそういう状況もありますが、そうなっ

たときに社会人の世界で警察というのは、やは

り逮捕術等々の関係で柔道だとか剣道だとか武

道が非常に重んじられるところですよね。です

から、こういうところでそういういい選手を、

それは試験に受からないと、あるいは人格的に

もしっかりした人じゃないといけないのでしょ

うけれど、採用して、業務は業務、そのほかの

武道を推進するという部門で警察にその役割を

果たしていただくということについては、ここ

で聞いておくことではないかもしれませんが、

何かそういう議論というか働きかけというか、

何かされたことはないでしょうか。

○川﨑専務理事 警察のほうにおきましては、

警察剣道と柔道、これが警察の強化方針で、毎

年採用枠についてもございます。そういったこ

とで警察のほうにも、特に先代の本部長は剣道

出身でございまして、剣道の強化について相当

力を入れていただきました。

県の機動隊、ここのところ気合いが入りまし

て、昨年は団体男子でも入賞していただきまし

た。大将戦では惜しかったのですが、本県は過

去にも全国剣道大会で社会人で優勝された方々

もいらっしゃいます。そういった方が、国体に

おきましては、剣道について申し上げますと、

年代別のチーム、先鋒が20代、それから30代、40

代、50代、大将戦ということで、年齢別にチー

ムを編成しての戦い、これが国体の剣道の選手

構成でございます。そういった意味で、県の警

察または警察ＯＢ、そういった方々まで今非常

に活気づいて、県警が剣道の強化に努めていた

だいてます。

私たちも毎年、県の機動隊に顔を出して、ま

た、うちの元職員も機動隊と、朝稽古や日曜日

の稽古などにも顔を出して連携を図っていると

ころでございます。

また、柔道につきましては、柔道連盟の岩田

理事長が県警の所属でございまして、強化につ

いては十分御認識いただいております。旭化成

が重量級で非常に強いということで、軽量級を

県警から出していただければというお願い等も

しながら、県の警察の中のシステムと強化等を

お願いしているところでございます。

ただ、警察官の皆さん方は、機動隊に配置さ

れると、それに優先的に柔道、剣道稽古が行く

のですけれども、所属、配置先によっては、非

常に厳しいというところもございます。基本、

各県も同じ条件でございますが、本県において

は非常に御協力をいただいて取り組んでいただ

いてるということでございます。
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また、本県、ことしのチャレンジマッチが剣

道となぎなたということで、剣道競技の盛り上

がりを今非常に感じているところで、４種別国

体優勝また天皇杯獲得ということを今お願いし

ているところでございます。

以上でございます。

○蓬原委員 私だけしゃべっても申しわけない

のですが、もう少しを時間ください。

県警出身の柔道金メダリストが宮崎県から出

るといいですね。

それで、スポーツ少年団の話にも触れたいと

思うのですが、この前いただいた資料の最後の

中の部活動の加入率の推進、その中の１のスポ

ーツ少年団、16年度から25年度まで確実に右肩

下がりで減ってきております。星原委員も都城

市の少年団の本部長で、私も三股町の本部長で、

あと十屋委員はバスケットボールの指導者をか

つてしたり、横田委員も質問をしたことがあり

ますが、とにかく、今少年団の数が減っている

ということについて、率ですから少子化ではな

いのですよね。我々は頭を痛めてまして、我々

の場合は、パンフレットをつくって各学校配布、

そして町の広報に24ページあるうちの８ページ

を割いていただいて、少年団の子供たちのいろ

いろな活躍の写真を載せたりとか、いろいろやっ

た結果、多少効果がありまして、ふえている競

技はあります。

そういう歯どめ策をやっているのですが、こ

の前もお話したように、スカイツリー型で行く

のか富士山型で行くのか。やはり富士山型で裾

野を広くして、その中で頂を高くしていくほう

が、最終的には競技力の向上になるのではない

かと思っていまして、その意味で、少年団はあ

くまでも健全育成ですけれども、その基礎の基

礎をスポーツを好きにさせるというところをつ

くるという意味で、将来的には中学校、高校、

社会に行くときのこの競技力の向上につながる

基礎の基礎をつくるところなんです。

そういう意味においても、健全育成という目

的は当然ありますけれども、20％というのは５

人に１人ですから、かなり少ない。私のところ

は正直まだ多いです。まだ率は高いのですが、

全体的にはかなり少なくなっているのだなと

思っています。率は高いけれども、やはりどう

してもこういう右肩下がりの減少傾向を示して

いるという実情があります。

ですから、これを各小学校の校長先生たちに

も、我々が大会をするときには毎回出てきてい

ただいて、三股町の場合は、全部の校長先生た

ちが結団式、解団式に来ていただいて、子供た

ちは校長先生たちの姿が見えると、全然違いま

す。そういう意味での教育委員会としての、こ

の少年団は学校教育の外のことですけれども、

その子供たちがふえることについての間接的支

援というか、そのあたりを強化していただくと、

こういう今我々がやろうとしてる特別委員会の

目的にも、間接的ながら将来的には沿うことだ

というふうに思うのですが、そのことについて、

これまでにも本会議でいろいろな議員が質問を

していますけれども、どうでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 今、委員がおっしゃっ

たことは、大変我々も危惧していることでもあ

りますし、大変重要なことだと思っています。

やはり強化のあり方は２つの方法があると思い

ます。未普及競技については、狭くてもいいか

ら、とにかく高い育成の方法があると思うので

すが、一般の競技においては、裾野を広くする

ことで安定的に、しかも多くの子供たち、ある

いは県民がスポーツに親しんで健康な一生を送

れるということもありますので、そういった意
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味でも、ぜひ裾野の広い育成を図っていくべき

だと私も思っております。

ただ、現在、よく言われていることは、アシッ

クスあるいはミズノの社員に聞きますと、アシッ

クス、ミズノの敵は、アディダス、ナイキでは

ないと言われます。もう既に世界一をアシック

スは確保しております。一番恐れているのは、

任天堂らしいです。ゲームには勝てないという

ふうに言っています。

今の小学生を見てみると、ほとんどの子供た

ちが、いろいろなところで座り込んでゲームを

やっている姿をよく見かけます。あの子たちが

みんな運動着に着がえてスパイクをはくように

なれば、もっともっと宮崎の子供たちの健全育

成は図られるだろうなというふうに思っており

ますので、今の施策では、やはり限界があるの

かなというふうに我々も考えております。

例えば、熊本県は、小学校は全員運動部活動

制をとっております。99％、ほぼ100％が部活動

として小学生が、中学校、高校生みたいな形で

行っております。宮崎にこれがふさわしいかど

うかは十分議論しなくてはならないことだと思

いますが、まずは、そういった切り口で、以前

やっていたクラブ活動みたいなそういった活動

に参加させることで、本当のスポーツをする喜

び、あるいは健康になることの喜び、スポーツ、

汗をかくことの喜びということをまず早いうち

から、すり込みではありませんが、体験させる

ことで、任天堂に打ち勝つ強い心と体を宮崎県

の子供たちに培ったら、ありがたいかなという

思いはありますので、またしっかり熊本県の取

り組み等も検討しながら、今後、施策について

はまた考えていきたいというふうに思っており

ます。

以上です。

○蓬原委員 もうこれで終わります。ありがと

うございました。その任天堂もスポーツのゲー

ムをつくってもらったらいいのでしょうけれど、

このスポーツの服装をしてスポーツのゲームを

すると楽しいよということをやればいいんで

しょうけれど、熊本の話とかよい話を聞きまし

たので。それと加えてお願いしておきたいのが、

この前、ゴールデンエイジの話をされましたよ

ね。ある時期にやっておけば、能力がすごく伸

びるんだと。

これをある整形外科の先生から聞いたことが

あるんです。これははっきりわかっていないの

で、できたら、そのゴールデンエイジの話を少

年団の指導者とか、いわゆる同じ子供を持つ親

に、この時期にやったら伸びるんだよという、

意外と知られていないのですね。どこかで教え

ていただくと、ＰＲできるというか、いいので

はないかというふうに思いましたので、お願い

をしておきたいと思います。

○川﨑専務理事 先ほどの課長の続きでござい

ますが、スポーツ少年団、本県はことしで50周

年を迎えます。その祝賀会も今準備中でござい

ますが、少年団の設立からことしまで50年の歴

史と実績があるわけでございまして、その理念、

取り組み、そういったものを十分尊重しながら、

２回目のオリンピックがございます。前回は、

東京オリンピックに向けてできたスポーツ少年

団と聞いております。また、新たな時代の展開

の中でのスポーツ少年団のあり方がございます。

その中で健全育成は当然でございますが、そ

ういった中でスポーツ少年団は交流を一番主眼

としております。その中で、ことしの本部長・

常任委員会の中で、宮崎県中央大会での結果を

尊重しながら、今度は複数、九州大会、全国大

会に出るチャンスがございますので、今までは
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全部輪番制で交流を目的に行っておりましたが、

子供たち、またはほかの競技団体との関係で、

やはりチャンピオンシップも大事ではないかと

いうことで、交流で１チームとチャンピオンシッ

プで１チーム、九州、全国の大会に県代表とし

て派遣しようという流れに少しずつ変わってき

ております。

そういった中で、今までほかのスポーツ少年

団に入らずに、競技団体だけで活躍していまし

た少年のスポーツ活動団体、それも含めて一般

的には少年団と言われてしまうのですが、そう

ではなくて、やはりチャンピオンも、うまくも

強くもなりたい、また、交流も健全育成もしっ

かりやっていく、そういった意味でのスポーツ

少年団の理念と各競技団体の持っている競技の

特性をうまく絡めていければ、全国のスポーツ

少年団の加入率はまだ非常にふえるのではない

かなというふうに思っております。

また、近々、この50周年を契機にしまして、

宮崎日日新聞のこども新聞がございますが、そ

の中に県のスポーツ少年団特集ということで、

子供たちにスポーツ少年団、スポーツのよさを

アピールする特集を組んでいただくように今お

願いしているところで、近々紙面として出るの

ではないかなというふうに思っております。

それと、先ほどゴールデンエイジの話がござ

いましたが、スポーツ少年団の事業の中に認定

委員養成講習会というものがございますので、

その中でしっかり項目を起こしまして、日髙課

長の力もかりながら、講習会等の中で理論的に

進めていければというふうに思っております。

以上でございます。

○蓬原委員 お願いします。ありがとうござい

ました。

○十屋委員 先ほどの指導者の話に戻りたいの

ですが、いわゆる高校の競技力強化指定推進校

の中で、学校の先生方が中心なのですけれども、

やはり先ほど蓬原委員からもあったのですが、

異動があるということで一時問題、課題になっ

ていろいろやってきたのですけれども、結果と

して、今ここに上がっている高校の先生方は、

かなり長い方もいらっしゃるし、そこを県教委

としてはどういうふうに考えるかなのですよね。

ずっと置いておくのか、先ほど言った、基準が

あって全国ベスト８のところを続けていけば、

その学校にいられるのか。はたまた、力が出せ

ずにいらっしゃる指導者もいらっしゃいますよ

ね。子供たちと一生懸命にやっているのだけれ

ど、結果がついてこないと。そうしたときに、

その指導者をかえてしまうのか。

そういったある程度の職員の異動の関係を、

高校は全県一区だから、生徒はどの学校でも来

れるのですよね、区域内、入学さえすれば。し

かし、小学校から中学校へ行くときに、これは

越境入学という壁が出ますよね。しかしながら、

一部のところでは、境界を越えて行きたい学校

へ行っている。ですから、そのスポーツが好き

で強い学校に行って頑張っている。なぜその学

校へ行くかといえば、そこに指導者がいるから。

また、各地域に目を向けると、各競技団体、

中学校は、種目になれた、いわゆる専門の先生

が来られれば、成績は伸びるし、専門ではない

方が任されていくと、一から頑張らなければな

らないこともある。頑張っているのですよ。頑

張っていないなどとは絶対に言えません。頑張っ

ているのだけれど、なかなか結果が出せないと

いう、そういったジレンマ。ですから、異動に

よってでこぼこが出てきてしまう。

それと、もう一つは、小学校の少年団も本当

に危険な状況になるぐらい減ってきているので
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すが、そこから中学校につながっていくという

ときに、今言った、中学校にその専門者がいな

ければ、幾ら金ぴかの卵があっても磨きようが

ないという現状もあります。

もう一つ、小学校に下がって言うと、小学校

の先生方には頑張っている先生と、少年団を持っ

ていただけない先生といらっしゃるのですよね。

ですから、日本のスポーツは、学校体育に始まっ

てずっと来ているので、どうしても先生方の力

をかりないと、競技力が上がらない。総合型ス

ポーツクラブがありますけれど、こちらは一種

の趣味的な部分もあるので、そこの競技力を上

げようとすると、ちょっとヨーロッパとは違う

形態になると私は認識しているのですが。

そういったことで、今言った高、中、小、全

部先生方の絡みになるのです。その点、県教委

の考え方なり、競技力を上げていこうとしたと

きには、ある程度指導者を固定することもある

種やむを得ないのかなという部分もあるのです。

その先生が好きか嫌いかは別ですよ。それも勝

手な個人の考えなのですが、指導者の異動の基

準であるとか、それとも何か特別に考えがある

のでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 異動については、基

本的には、これといった基準はないと思ってお

ります。ここに上がっている推進校の先生方に

ついては、基本的には、特別な理由がない限り

は、今のところはできるだけ異動をさせないよ

うな方向でお願いというか、協議をしていると

ころですが。ただ、最後の最後までその学校で

お勤めした後に、その先生がいなくなったとき

に、一気に競技力が低下してしまうということ

もありますので、あるいは、意外と違う学校で

力を発揮していただいたほうが、全国レベルで

活躍するような状況も考えられますので、それ

は総合的に判断して、異動については今のとこ

ろは検討しているところであります。

○飛田教育長 今一番苦慮していることは、学

校規模がだんだん小さくなってくる。その中で

職員構成をどうするかということは非常に悩ま

しいことです。

それと、もう一つは、やはり本県全体の競技

力を大事にして考えるということと、先ほど委

員がおっしゃったように、子供たちはその学校

にその種目に憧れて、わざわざ遠いところから

地区生徒寮に入ったり、小林高校であれば寮が

ありますが、高鍋農業といった寮がある学校、

高千穂高校も西臼杵地区の寮がある。そういう

ところも考えたり、あるいは遠距離通学をいと

わず来ていると。

その中で非常に苦慮しておりますが、原則的

にいえば、学校運営そのもので考えれば、ある

期間で動かすのが望ましいというのは十分わ

かっております。しかしながら、その中でそう

いう子供あるいは本県の競技力を考えたときに

どうするかということ。それから、定年退職の

こともありますし。

したがって、今、かなり配慮はしております。

例えば、無理して、その先生を動かすためにほ

かの先生を入れたり。ただ、そうしたときに非

常につらいことは、ある学校には同じ種目の指

導者が２人いるけれども、職員が多かった時代

はそれでもよかったのですが、ある学校には指

導者がいないというようなことになる。非常に

苦慮しておりまして、一律の線の引き方ができ

るということは、学校規模がある程度あって、

潤沢にあったときに線の引き方ができます。

それから、同じ学校へ長期滞留して、必ずし

もうまく、競技力だけで考えたらうまくいって

るのだけれど、トータルでその指導者が学校運
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営上いいかというと、そうではない例も、本当

に迷惑をかけた例がありますので、そういった

バランスを考えながら十分配慮しながら動かし

ている。ただ、本当に真剣にそれを考えながら

やっておりますが、どうしても、一方を立てれ

ば、一方は立たないというところがあるのも事

実であります。

以上でございます。

○川﨑専務理事 先ほどのスポーツ少年団の団

員確保並びに十屋委員の言われました小学校の

先生方の問題等につきましては、全く私論でご

ざいますが、小学校に体育専科の職員が欲しい

と。中規模・大規模校の学校にそういった方々

がいらっしゃると、運動、スポーツの出会いの

機会がふえる。ましてや、スポーツ少年団指導

にかかわっていただく。昔の情景が浮かぶので

はないかなというふうに考えております。

同時に、中学校には今、毎年１年おきで強化

校を指定しておりますが、ある程度競技が定着

しておれば、中学校も高校の強化推進校みたい

な形で、お金は要らないんです、強化費は要ら

ない、そこに必ず専門の指導者が入るという形

が制度としてできれば、今委員が言われたこと

が50％、60％解消できるのではないかなという

ふうに考えております。

また、各競技団体のヒアリングをする中で、

どの競技も第一に希望しておりますのは、人材、

指導者の確保、入れかわり、世代交代、また育

成ということです。人、物、金の人が一番でご

ざいます。それを全て教員だけで賄うというこ

とは、これは限界があります。

そういった意味で、社会人の受け入れや市町

村の協力、大きな会社、もしくは企業のグルー

プ、建設業協会や整形外科グループ、そういっ

た業種で採用もしくは指導者を受け入れていた

だくというようなシステムができれば、教育委

員会の限界の部分を周りで埋めていただけるの

ではないかなということで、ぜひ委員の方々の

幅広い人脈の中で、そういった御協力をいただ

ければというふうに思っております。これは全

く私論でございまして、体育協会で温めながら

実現できないかなというふうに考えておるとこ

ろでございます。

以上でございます。

○十屋委員 最後に一点だけ。前々から私、思っ

ているのですけれど、こういういろいろな事業

をするときに、非常に県の財政は厳しいし、教

育委員会もお金がない、体協もお金がないこと

は十分知った上でお話しするのですが、これだ

けの強化をするときに、先ほど専務理事が言わ

れましたが、人・物・金というその金の部分が、

財政的な部分が裏打ちされないと、事業をした

くてもできない。そして、いい外部講師を招い

て何かしようとしても、なかなか高額な講師料

とかそういうことも出てきますので、本当に２

巡目の国体に向けて力を入れようとするのであ

れば、ある程度その枠、財政課のほうでしょう

けれど、財政的な枠をある程度何％かでも上げ

てもらって、そこの部分は国体のほうに振り向

けるというぐらいのことをやらないと、なかな

か難しいのではないかな。いつもまとめて教育

委員会予算を要求されると思うのですが、特別

枠ではないですが、そうった国体の枠というよ

うな考え方でやられてはどうかなというふうに

思っているのですけれど、これは私の考えです

ので、お答えは要りませんが、そういうことを

思っています。

○日髙スポーツ振興課長 先ほどの少年団のと

ころを、私、答えておりませんでしたので。

以前、十屋委員がおっしゃるように、宮崎国
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体のときには、多くの方が小学校に体育の免許

を持った人が入っております。私も実際８年間、

小学校にその当時いましたので、その方々がほ

とんどスポーツ少年団に携わっていただいてお

りました。私も８年間、スポーツ少年団を指導

しておりました。

今の先生方は、そういった方がかなり少なく

なってきておりますので。ただ、ある意味では、

外部の方々でスポーツ少年団が運営されている

というのは、理想的な形だと思っております。

ただ、学校の先生がスポーツ少年団を持つと

いうことは、別な意味で非常に意義がありまし

て、部員の加入率は確実にふえます。（「そこな

んですよ」と呼ぶ者あり）そういった意味では、

今後、２巡目国体があるという、そういう意思

表示を県がした場合には、小学校に何らかの形

で１校に１人は専門の体育の免許を持った方々

が入っていくことは、スポーツ少年団の団員確

保を含めて、スポーツの振興には大いに効果が

あることだろうというふうに私も思っておりま

すので、今のところは何も言えませんが、その

ときが来たときには、皆でそういった施策なり

を検討することも必要だろうなというふうに

思っております。

以上です。（「期待しております」と呼ぶ者あ

り）

○星原委員 先ほど、十屋委員が言われました

人・物・金のその金の部分なのですが、推進校

に指定されていれば、それなりの設備あるいは

備品といった、そういうものを要求どおり使え

るような予算的なものは十分に組まれているの

ですか。

○日髙スポーツ振興課長 お金のことは余り言

いにくいのですが、基本的には、強化をする上

で、宮崎は非常に地の不利があると思います。

例えば、福岡であれば、１時間半以内で長崎、

佐賀、熊本と練習試合ができます。宮崎が、も

し、全国優勝を目指して強化をしようとした場

合には、福岡に行くには、多くの金と時間と労

力が必要になり、たとえ近くても、鹿児島、大

分に行くにしても、多分同じだけのエネルギー

が要るのではないかと思っております。そういっ

た意味では、同じ強化費10万円でも、福岡だと

３回、４回強化ができると思いますが、宮崎だ

と１回で使ってしまうと思っております。そう

いった意味では、全国優勝を目指すには、金は

たくさんあるにこしたことはありませんが、宮

崎の推進校の指導者は、うまく知恵を働かせて、

いろいろな工夫をしながら、今の高い競技力を

維持していただいてると思っております。

しかし、国体30位台を確保するには、今の支

援状況でも十分可能性はあると思っております

が、宮崎が国体で優勝を目指すという旗頭を立

てた場合には、当然、今の強化費では厳しいだ

ろうなと思っております。将来そういった目標

を立てるということになれば、当然、総合的に

見直していく必要はあるだろうなというふうに

思ってはおります。

○星原委員 ずばり言われたように、やはりあ

る程度、指導者がいても、あるいは施設が整っ

てきても、最終的には、そういう強化の部分で

予算的なものが組まれないと、なかなか厳しい

だろうというふうに思うのです。ですから、や

はり本当に目標を立てるのであれば、国体に向

けてといったそういう方向性を決めれば、それ

に向けて、小学校時代、中学校、高校という連

携をとっていかないといけないわけですから、

そういった予算面もしっかり確保しないと、や

はり厳しいのではないかなというふうに思いま

す。ですから、あえてそういう形で。
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また、もう一点は、他県が予算面で同じよう

な人口規模というか、県の規模のところでも、

どれぐらいスポーツのそういう強化の部分に対

して予算を組んでるのかなと、そういったこと

も思うものですから、やはりそういったことも

調べられて、予算配分や予算の要求などをやっ

ていかないと、言葉でいろいろ指導者や学校に

言ったとしても、ある程度そういったもののバッ

クアップがないと厳しいのかなというふうに思

いますので、今後、そういう角度からの検討も

していただきたいなというふうに思います。

○山下委員長 教育長はいいですか。あったら。

○飛田教育長 いろいろな意味で、今いただい

た御提言、課題をきちっと受けとめて、ちょう

ど６年後がオリンピックと。そして、それから

６年たったとき以降が国体、12年ということに

なって、それを逆算して、スポーツ振興課とよ

く詰めているのですが、逆算すると、ここあた

りでこれをしなければいけないだろうと、それ

からお金をどうやってつくるかということも含

めて、本当に課題意識を持っておりますし、ま

た御支援をいただきたいという気持ち、そう受

けとめまして、また、いろいろな場面でいろい

ろな主張をしていきたいと考えております。

○星原委員 お願いします。

○横田委員 中学校の推進校の中の優秀な選手

の中で、県外の学校に進学してしまう事例はど

れぐらいあるものなのでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 しっかりとした数字

はつかんでおりませんが、毎年県外に流出する

生徒はいます。ただ、県外に流出する生徒より

も、県内に入ってくる生徒がはるかに多く、県

外から県内に入ってきております。そういった

状況を見れば、痛み分けというか、どちらがど

うというのは、なかなか歯どめはできない部分

もあるのかなと思います。

しかし、我々としては、できれば県内でジュ

ニアからしっかり小学校、中学校で大切に育て

て、宮崎の高校生で花開いて、何年でも宮崎で

活躍していただいて、宮崎から育てた選手だと

いうことで、できれば世界に羽ばたいてほしい

なという思いがありますので、またそのことに

ついては、しっかりとまた競技団体と膝を詰め

て話をしながら、県外流出については、今後、

より一層取り組んでまいりたいと思っておりま

す。

○横田委員 当然、選択の自由があるとは思う

のですが、何とか県内の学校で頑張ってみよう

よという、引きとめのような努力もする必要が

あるのかなと思います。

また、今言われたように、県外とか国外から

生徒が来ている学校も結構ありますよね。そう

いう生徒たちというのは、自主的に来られるの

でしょうか、それとも、何かスカウトみたいな

人がいて、宮崎に引っ張ってくることになるの

ですか。

○日髙スポーツ振興課長 国外といえば、セネ

ガルから来ております延岡学園のバスケットボ

ールの生徒がいますが、バスケットボールにつ

いては、そういった専門の案内をする方がいらっ

しゃって、何という表現をしていいのかわから

ないのですが、宮崎の指導者が優秀であればあ

るほど、毎年セネガルから10人入ってくるとす

れば、一番優秀な選手を宮崎に、２番目の選手

を福岡に、３番目を関東にという形で配置して

いるというふうには伺っております。今まで延

岡学園の指導者が全国トップクラスでしたので、

毎年セネガルで一番優秀な選手を宮崎に送って

くださったという状況があるようですが、それ

は、育ててもらってまた新たに大学あるいはア
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メリカのほうのプロに育てて、またその人が今

度また世話をしますので、そういった意味では

責任があるということで、そういった取り組み

をしてる状況はあるようです。

また、基本的には、特異な例としては、硬式

テニスの宮崎商業高校なのですが、地産地育と

いうことで、宮崎の子を育てて宮崎の子で全国

と戦うという取り組みをやっていらっしゃいま

す。ただ、余りにもすばらしい指導をしている

ということで、今のエースの子は、自分から進

んで山形から来ております。２年前には、福岡

の大濠高校に行かないで、宮崎に福岡の子が来

ております。一切選手の勧誘はしていないとい

うことです。

ただ、サッカーの鵬翔高校、日章高校につい

ては、大阪から生徒が毎年来ているのですが、

これはどういう状況かといいますと、毎年確実

に全国大会に出ているチームに選手は行きたい。

大阪でサッカーをやっていても、毎年選手権に

出るチームは違ってきます。それだったら、鵬

翔、日章に来たほうが、確率は２分の１なので

宮崎に来たいということで、そういったきちっ

としたラインがもうでき上がってる種目もあり

ます。種目によっていろいろケース・バイ・ケ

ースではありますが、そういった選手勧誘やそ

れぞれの先生方の力量で今努力をしていただい

てる状況はあります。

○横田委員 私は、決して国外とか県外から優

秀な選手が来ることを否定するわけではありま

せん。そういう選手が来ることで、地元の子供

たちが刺激を受けてさらにレベルアップするこ

とは十分あると思うんです。

それとあわせて、先ほどテニスの話をされま

したけど、小林秀峰高校のハンドボールです。

あそこは三松小・中ですか、小・中学校と連携

して地元の子で日本のトップレベルの競技力を

つけたという事例もあります。どちらがいいか

とはなかなか難しいと思うのですが、県として

方針といいますか、何か確たるものを持ってい

らっしゃるのでしょうか。

○日髙スポーツ振興課長 ３年前まで私、三松

の中学校で仕事をしておりまして、小中高一貫

指導を打ち出したのも、前回、特別委員会があっ

たときにその方針を打ち出しました。ちょうど

私が教育委員会に来た年でもあります。一貫し

て小中高一貫指導体制の確立ということは、13

年間ずっと取り組んできております。

これは、特にこういった関東、関西から遠い、

強化のしやすいところから離れている宮崎では、

そういった少ない競技人口の子供たちを大切に

小学校、中学校で育んで高校で優勝させるとい

うすばらしい取り組みといいますか、理想的な

形だと思っております。

全国的に一貫指導体制で成功している学校は

数多くあります。そういった意味では、宮崎で

理想とする形は、小中高一貫指導体制だと私は

確信しておりますので、今後、どこをどう改善

していけば、小中高一貫指導体制の確立ができ

るのかということをもっともっと検証して、特

に今課題となっていますのが中学校です。中学

校の専門性というか、優秀な指導者を三松の中

学校のハンドボールのように、もし、そこに配

属することができれば、そういった一貫指導体

制の確立ができます。

そういった意味でも、先ほど専務が申し上げ

ましたように、中学校の推進校制度を今後どう

するのかということは、一貫指導体制の確立に

向けては十分検討する余地はあるだろうなと

思っておりますので、そういったことを今後ま

たしっかり検証して、よりよい一貫指導体制の
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確立に向けた事業あるいは体制づくりに、また

邁進してまいりたいと思いますので、今後とも

よろしくお願いします。

○内村委員 中学校の先生、指導者ということ

が出ましたけれど、小・中学校の先生の採用が

女性の先生が多くて、中学校でサッカー、野球

の顧問に女性の先生をつける検討が出ているの

ですよ。それではちょっとどうなのかなと私た

ちは思っていたのですが、今度はそうなると、

講師で来ていらっしゃる先生が１年間だけされ

るんですよ。また次の年は別な先生なんです。

先生が毎年かわって、先生のユニフォームも父

母の会が全部買うんです。大きい人がなったと

きは特注。買ったと思ったら、その次の年は、

またほかの先生。毎年そこで父母の会が経費的

に四苦八苦しているのですが、やはり先生の採

用の仕方も一つ原因にあるのではないかなと思

うのですが、どう思われますか。

○日髙スポーツ振興課長 私、高校の教員をし

てるときに、男性の生徒会長をぜひ育てようと

いう一つ目標がありまして、今の実情から言い

ますと、大変、女性が優秀な子がふえてきてお

ります。そういった意味でも、今後、高校の教

員でよく言われるのが、男の子を本気にさせら

れるだけの指導力のある教員は一人前だと、よ

く我々、若いころに言われたのですが、そういっ

た意味でも、もっともっと男の子をしっかり育

てるようないい教員、いい指導者を我々自身が

しっかり育てていくことも必要なのだろうと

思っております。

あと一つ、別な角度から言いますと、宮崎は

競技力向上は女子の競技が非常に弱いです。な

でしこを含め、今度のオリンピック世代の監督

は女性の監督です。しかし、なでしこは、まだ

佐々木監督で男性なのですが、今後、宮崎県の

競技力を考えたときには、女性の先生がしっか

り女子の指導をできるようになるということも、

一つ選択肢としてはあるのかなというふうに

思っております。男性だから、女性だからとい

う区別ではなくて、そういった女性の指導者を

育成することも今後考えていくべきだろうなと

思います。

ただ、女性はある一定期間、子育てとかそう

いった期間にどうしても学校を離れなくてはい

けないという状況はありますので、そういった

ハンディーも含めて、またそれを補うような方

法も含めて、今後しっかり考えていかなくては

いけないことだろうなと思っております。

そして、競技について、今、特別選考で一芸

に秀でた指導者を確保しておりますので、こう

いったことも含めて、総合的に職員の採用につ

いては、今後また十分検討することは必要なの

だろうなというふうに思っておりますので、委

員のおっしゃったことを含めて、教育委員会内

で議論を進めていければいいかなというふうに

思っております。

○内村委員 もう一点いいですか。以前もちょっ

と聞いたことがあったのですが、試験をすると、

女性のほうが合格が多いものだから、女性の先

生がふえるということは聞いたのですが、やは

り採用の段階で、スポーツをしたことがあると

か、どのようなスポーツを今までにやったといっ

た条件が入ると違うのかなと思っています。

スポーツ少年団についてもですが、以前、私

のところの校区では、スポーツ少年団が５つあっ

たものが、今はもう２つしかないのです。先ほ

ど言われたように、先生がスポーツ少年団の指

導かその顧問になっていただければ、子供がふ

えると思うのですが、今それが全然なくて、保

護者のほうで全部一切をやっているものですか
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ら、保護者の負担も多いし、全国大会に行くよ

うになると、そうめん販売、カレー販売、それ

をみんなで買って資金をつくって行っている状

態なのですが、これは全国大会に行けるように

なったときの支援が何かないものか、考えられ

ないかも少し検討していただきたいなと思って

ます。

○山下委員長 これは答弁は要りますか。

○内村委員 検討していただければいいと思い

ます。

○山下委員長 いいですか。要望ですね。

○川﨑専務理事 参考になるかどうかはわかり

ませんが、今体協で取り組んでいますのが、マ

マさんアスリート支援事業ということをやって

おります。女性が結婚して子供を産んで育てる

中で、非常に言いにくいのですが、強くなりま

す。競技の面でも、そのメンタル面の強さ、ま

た集中力、動じない心、そういったものは競技

に物すごく生きてきます。

昨年、弓道女子、それから剣道、それから登

山、そういった方々をママさんアスリートとし

て支援したのですが、ある程度自分の負担になっ

てるものを取り払うと、物すごく力を発揮され

ます。今後は、宮崎のあり方はこれも一つある

と感じています。

ママさんアスリートもそうですが、ママさん

指導者、先ほど課長が申しましたように、結婚

して子育てのときに、どれだけ周りがほかの子

供たちを指導する、その負担、それをどうサポ

ートしていくか。そのお母さんの子供を保護者

が一緒に小さな子供の面倒を見て、自分の子は

競技のほうで面倒見てもらうといった、そういっ

たママさんの指導者、先生方に女性の指導者が

多いという現状がありますので、それをしっか

り受けとめれば、今度はそういった指導者のサ

ポート体制ということも、お金もそうですが、

またアスリート、またママさん指導者支援とい

うことは、もっともっと工夫すればできるので

はないかなというふうに考えております。また、

そこが宮崎の女性のアスリート、女性の指導者

を伸ばす一つの切り口かなというふうにも考え

ているところでございます。

以上でございます。

○蓬原委員 先ほど教育長がおっしゃったお金

の費用の件、人財育成基金20億円というものを

今度知事がつくりましたよね。まさしく、それ

がこれに合致するのではないかなと思いました。

そして、前回資料要求をしまして、オリンピッ

クの競技大会実施競技種目を出していただきま

した。なぜこれを出していただいたかというと、

この特別委員会の目的に競技力の向上と、オリ

ンピック効果を経済的にここに呼び込むんだと

いう、これも大きなメーンテーマであったわけ

です。

ということは、キャンプです。宮崎をキャン

プ地として、既にゴルフ、サッカー、野球等に

ついてはあるのでしょうが、例えば水泳とか設

備が果たしてあるのという話になるのですが、

ここにある種目の中で、答えられなければ後日

で結構ですけれども、そういうオリンピックを

頭に置いたときに、キャンプ地としての許容能

力とか施設の能力というか、備えていない施設

があるかどうか。今わからなければ、後日で結

構です。その２つです。余り時間がないですか

ら。

○山下委員長 ちょっと待ってください。

施設については、また後日、検討課題にも入

れておりますし、また我々も調査も入れていき

ますので、答えられる範囲で答えてください。

○蓬原委員 後で結構ですよ。
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○山下委員長 何かありますか。

○日髙スポーツ振興課長 今の県内の施設で、

そういった大会を開く意味では、十分全国大会

等に耐えるだけの施設はあるかと思うのですが、

ただ、国体を開催するとか、あるいは国際大会

を開催するとなった場合には、今の施設ではと

ても条件を満たしていない状況はあります。

また、県の体育館も冷房施設も入っておりま

せんので、そういった意味では、夏の合宿等は

当然できませんし、あるいは、水泳も夏に開催

する大会が多いのですが、運動公園のプールは

屋根がついておりませんので、そういった意味

で水温が上がってしまいますので、あそこで合

宿等をするには、非常に厳しい状況はあるのか

なというふうには思っております。

○蓬原委員 それだけで結構です。あとは後日。

○山下委員長 そのほか、ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、ないようですので、

これで終了したいと思いますが、きょうはお礼

を申し上げたいと思います。

教育委員会の皆さん方、もう熱い議論をさせ

ていただきまして、何か教育委員会を飛び越え

るような話まで出していただきまして、感謝を

申し上げたいと思います。

その中でいろんな課題等も出させていただき

ました。人口減少の中、小規模校化していく中

で、小学生からのスポーツ人口の減少の問題、

その中で指導者、人材の確保の問題、それから、

人・物・金の話まで出ました。この中で、特に

また企業との連携が今後できないものかという

課題等も出していただきました。まさしくオリ

ンピック、そして国体を間近に見据えた中で、

我々この特別委員会も、きょうは一つの大きな

議論ができたかなという思いでありますので、

今後とも、ともにいい議論ができますようにお

願い申し上げお礼といたします。きょうは本当

に御苦労さまでした。ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午前11時46分休憩

午前11時48分再開

○山下委員長 それでは、委員会を再開をいた

します。

まず、協議事項（１）の県内調査についてで

あります。

県内調査の調査先につきましては、前回の委

員会の中で正副委員長に一任をいただきました

ので、ごらんのような日程案を作成をいたしま

した。

まず、県南調査につきましては、７月３日か

ら４日にかけて実施することとしております。

それでは、県南調査の日程案について御説明

をいたします。「資料１」をごらんください。

まず、３日になりますが、県議会を９時30分

の出発になります。「宮崎大学医学部」を訪問し、

スポーツメディカルランド（宮崎構想）につい

て調査を行います。

次に、「青島グランドホテル」では、同ホテル

のスポーツ合宿等の受入にかかる取組について

調査を行います。また、せっかくの機会であり

ますので、同ホテルがスポーツ合宿等で提供し

ております食事メニューについて試食をしたい

と考えております。

次に、三股町の「都城東高等学校」では、同

校が取り組む生徒の競技力の向上やスポーツに

関連する「食」についての指導について調査を

行います。

翌４日は、「鹿児島市」がＰＦＩですね─プ

ライベート・ファイナンス・イニシアチブのこ
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とですが─この手法で整備をした「鴨池公園

水泳プール」について調査を行います。

「都城市」では、同市のスポーツ施設の現状

と課題について調査するとともに、同市の「都

城運動公園」について視察を行います。

続いて、７月15日から16日にかけて実施しま

す県北調査についてでありますが、「資料２」を

ごらんください。

まず、15日は、県議会を10時に出発しました

後に、「県立宮崎商業高等学校」を訪問し、同校

が取り組む生徒の競技力向上について調査をい

たします。

その後、「綾町」を訪問し、同町のスポーツ合

宿誘致にかかる取組について調査するとともに、

「綾てるはドーム」の視察を行います。

翌16日でありますが、「五ヶ瀬町」の総合公園

「Ｇ-パーク」を訪問し、同町のスポーツ合宿誘

致にかかる取組について調査するとともに、「Ｇ

-パーク」の視察を行います。

次に、「延岡市」では、同市のスポーツ施設の

現状について調査を行うとともに、同市の「西

階総合運動公園」について視察を行います。

最後に、旭化成（株）延岡支社を訪問し、同

社のような実業団チームを持つ企業から見た本

県のスポーツ振興についての意見交換を行うと

ともに、同社が取り組む「ゴールデンゲームズ

ｉｎのべおか」の開催についても調査を行いま

す。

県南調査、県北調査とともに、調査日が迫っ

ておりますので、調査先との調整もある程度進

めさせていただいておりますが、できれば、こ

の案で了承いただきたいと思いますが、よろし

いでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、ごらんのような日程

で進めさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。

なお、調査時の服装については、「夏季軽装」、

クールビズにてお願いをいたします。

次に、協議事項（２）の次回委員会について

であります。

次回委員会は、先ほど申し上げましたとおり、

７月24日木曜日に行うことと予定しております。

執行部への説明資料要求について、何か御意

見や御要望はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 それでは、意見がないようです

ので、次回の委員会の内容につきましては正副

委員長に御一任をいただきたいと思います。

最後になりますが、協議事項（３）の「その

他」でございますが、委員の皆様から何かござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○山下委員長 ないようですので、以上で、本

日の委員会を終了いたします。

お疲れさまでした。

午前11時52分閉会


